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川崎市 SDGsプラットフォーム分科会活動報告書 

 

分科会名 健康経営を探求し構想し実現を目指す 

 

 

（１） 活動報告 

別紙参照 

 

（２） 関連するSDGsのゴールとゴール達成に向けた具体的な取組内容 

 ① ゴール3 健康と福祉：健康経営への取り組み戦略について考える 

 ② ゴール8 働きがいも経済成長も：健康経営への取り組みによる経済効果を考える 

（３） 参加メンバー（事業者名） 

株式会社エス・イー・アイ 吉田 省三 

東横化学株式会社 広瀬 啓 

よかよかＦＰ社労士事務所 畔柳 昌孝 

有限会社アクア環境テクノロジー 美和 清二  

 

 

分
科
会
長 

事業者名 担当部署・担当者名 

株式会社エス・イー・アイ 代表取締役 

吉田 省三 

令和５年３月２４日 



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

株式会社エス・イー・アイ

東横化学株式会社

よかよかＦＰ社労士事務所

有限会社アクア環境テクノロジー

吉田 省三

広瀬 啓

畔柳 昌孝

美和 清二

別紙



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

場所:東横化学株式会 社会議室

分科会開催年月日:

2022年 10月17日（月）15:30~17:00

2022年 11月18日（金）15:30~17:00

2023年 1月24日（火）15:30~17:00

2023年 2月20日（月）15:30~17:00

2023年 3月20日（月）15:30~17:00



健康経営を探求し構想し実現を目指す
分科会⾧:株式会社エス・イー・アイ

2022年度設置

目的・趣旨 健康管理を経営的な視点で考え、従業員の活力向上や生産性の向上等の組織の活性化をもたら
し、業績向上や株価向上につなげる戦略的な実践を目指して活動します。

活動内容と期待される成果・効果

活動①:勉強会（知識習得）
業種や経験、知識など異なるメンバーの理解度・意識を合わ
せるため、学ぶ機会を定期的に設ける。
活動②:職場の現状認識（事例調査）
メンバーの職場を題材にするなど事例を調査し、現状（実
態）を認識する。
活動③:実現に向けたシナリオ化
調査に基づき、職場の健康経営実現に向けて、意見交換
や試行的実施など実現に向けて具現化を図る。

分科会イメージ

関連する主なゴール

成果・効果

株式会社エス・イー・アイ、東横化学株式会社、よかよかFP社労士事務所

参加メンバー:３団体

健康経営のかわさきモデルを構築
健康経営のかわさきモデルの構築

勉強会

危険因子に関
連する死亡数

３位は
運動不足

知ってる?

事例調査

事例
１ 事例

２
事例
３

シナリオ化

・課題の構造化
・アイデア創出
・意見交換
・試行実施



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

分科会１回目: 10月17日（月）15:30~17:00

参加者:吉田 省三 ・ 広瀬 啓 ・ 畔柳 昌孝

会合内容

■分科会スケジュール:月1回の会合

■役割分担:分科会⾧＝吉田 記録＝畔柳 会場＝広瀬

■会合の進め方:各員が情報や事例を持ち寄って発表

■分科会の目標:3月末までに健康経営のかわさきモデル構築の
可能性と具体策の足掛かりを見出す



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

分科会２回目: 11月18日（金）15:30~17:00

参加者:吉田 省三・広瀬 啓・畔柳 昌孝

会合内容

■スライドを活用し、各自持ち寄り情報の発表

■持ち寄り情報についてのディスカッション

・企業に求められる健康経営哲学や健康経営の背景など 36ｐ

・プレゼンティーズム 130ｐ

・SDGsを、ヒトゴトから、人事へ 99ｐ

・人的資本経営とフィナンシャル・ウェルビーイング 15ｐ



健康経営を実践する企業は今後一気に増えている

健康経営は本業において経営効果を出しながらの
健康経営を目指す次世代経営の戦略ツールです。
企業は、経済的成⾧がないと健康経営への取り組み
は持続しません。

企業に求められる健康経営哲学や健康経営の背景など 36ｐ吉田



プレゼンティーズム 130ｐ 広瀬



プレゼンティーズム 130ｐ 広瀬



SDGsを、ヒトゴトから、人事へ 99ｐ広瀬



人的資本経営とフィナンシャル・ウェルビーイング 15ｐ広瀬



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

分科会３回目: 1月24日（火）15:30~17:00

参加者:吉田 省三 ・ 広瀬 啓 ・ 畔柳 昌孝 ・ 美和 清二

会合内容

■スライドを活用し、各自持ち寄り情報の発表

■持ち寄り情報についてのディスカッション

・新参入の美和氏へこれまでの経緯を説明

・前回会合の復習を兼ね、健康経営哲学や健康経営の背景など 36ｐ



経済

社会

環境

決して環境や社会だけではない

経済が伴って持続性を保てる

前回会合の復習を兼ね、健康経営哲学や健康経営の背景など 36ｐ吉田



能力理論は人間中心の人間開発理論へと発展

能力（ケイパビリティ）理論

Rethinking Sport for Development and Peace(Svensson &  Levine, 2017) より作成:https://doi.org/10.1080/17430437.2016.1269083 CrossMark LogoCrossMark

SDGs健康経営の背景①

人間開発とは基本的な開発概念で、人々の生活/人生を豊かにすることであり、経済的に豊かにすることではありません。経
済的な豊かさは人々の営みのほんの一部でしかありません。 人間開発への投資をしない経済成⾧は持続不可能で、倫理
に背いています。

インドの経済学者でありアジア

初のノーベル経済学賞受賞者

であるアマルティア・セン博士

具体的な潜在能力の機能として、
「よい栄養状態にあること」「健康な
状態を保つこと」 「幸せであること」
「人前で恥ずかしがらずに話ができ
ること」「自分を誇りに思うこと」「教
育を受けている」「早死しないこと 」
「愛する人のそばにいられること」「
社会生活に参加できること」
などを挙げています。

前回会合の復習を兼ね、健康経営哲学や健康経営の背景など 36ｐ吉田



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

分科会４回目: 2月20日（月）15:30~17:00

参加者:吉田 省三 ・ 広瀬 啓 ・ 畔柳 昌孝 ・ 美和 清二

会合内容

■スライドを活用し、各自持ち寄り情報の発表

■持ち寄り情報についてのディスカッション

・今、人的資本経営へ 20ｐ

・「人的資本経営」推進の鍵 72ｐ

・経営的な視点で従業員の健康管理を見つめる 11ｐ



今、人的資本経営へ 20ｐ畔柳



「人的資本経営」推進の鍵 72ｐ畔柳



経営的な視点で従業員の健康管理を見つめる 11ｐ畔柳



川崎市SDGsプラットフォーム 健康経営分科会

分科会５回目: 3月20日（月）15:30~17:00

参加者:吉田 省三 ・ 広瀬 啓 ・ 畔柳 昌孝 ・ 美和 清二

会合内容 ※予定

■スライドを活用し、これまでの各自持ち寄り情報を検証整理

■健康経営を体験的に理解する「健康経営ゲーム」について

・かわさきモデル構築の具体策の足掛かりの一環として

「健康経営ゲーム」お試し体験会の計画検討

■健康経営分科会報告会の最終打ち合わせ



健康経営ゲームの目的

1. 健康の定義・健康経営について知る

2. 健康が組織・業績にもたらす影響について知る

3. 明日からできる健康施策を1つでも実施する



健康経営ゲームの効果

1. 健康経営への意識と知識を高めることができる

2. 健康への投資と仕組み化の必要性について学ぶ

3. チームビルディングに役立つ



『健康経営ゲーム』を活用した研修の流れ
1 健康経営の簡単な説明
研修講師から「健康経営」について簡単にレクチャーをさせていただきます。講師からの問いかけを
通じて、自分の健康という「資産」への自覚を促します。

２ ゲームのルール説明
『健康経営ゲーム』では「実際の健康経営と同じ理屈でゲームが成立している」ことに気付いてもら
えるように、ルール説明ではゲームと現実とのリンクを訴えます。

３『健康経営ゲーム』の実施
難しい理屈は脇に置いてゲームを楽しみましょう。ゲーム中はその人の人柄が出てくるので、自他の
今まで知らなかった一面を見ることができます。また、短時間で成功と失敗が繰り返されるので、
ゲーム研修は非常に盛り上がります。

４ 振り返り
研修講師からの問いかけに答えることでゲームのプレイを振り返ります。参加者は「健康を維持する
ことがゲームでの好成績に繋がった」ことに気づき、これまでは無自覚だった「健康経営の大切さ」
を認識できるようになります。
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健康経営ゲーム

22

ゲーム体験者の声
“健康経営の取り組みを進めて
いく中で、「健康」にフォーカスし
がちでしたが、従業員が健康な
状態でないと、会社の発展につ
ながらないということがよく分
かった”

“健康に対しての考え方、特に
社会的な健康について新しい視
点だと思いました。ゲームは健
康経営の本質をつかんでいると
感じました。会社の目標と各従
業員の目標がそれぞれあり、達
成することが大切ですね”

“従業員の健康に配慮し、積極
的に投資することの大切さと難
しさ。研修でのコミュニケーショ
ンを活性化させる方法。いい研
修だと思います。ありがとうござ
いました”

“ターンを重ねるごとに、チーム
を超えて一体感がでてきた。健
康の定義と、健康が経営に及ぼ
す影響を数字だけでなく、ゲー
ムで実感できた”

“普段をおこなっている健康診断
やストレスチェックでは見えにく
い、自身の健康状態を把握でき
た。健康経営を推進する立場と
して本日参加したが、それを実
際に行っていくことの難しさをと
ても感じた。健康経営は、身体
の健康だけでなく、仕事への満
足度も含め、心も満たして健康
にしていくことの大切さを改めて
感じた”

“まるで会社の縮図だった。健康
について考える、経営とつなげ
て考える良いチャンスとなった”

“健康を土台にしたうえで、コミュ
ニケーションをしっかりとり、自
分たちがやるべきことを明確に
した上で行動するという、当たり
前だけどなかなかできないこと
に改めて気づけた”


